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７月 9日に九州北部の梅雨明けが発表されてから急激に気温が上昇したこの一週間に、

諫早労働基準監督署の管内において、熱への順化ができていないことが原因と考えられる

熱中症の報告が増加しました。 

平成 29年に全国で発生した熱中症による死亡労働者数は1４人であり、発生状況をみ

ると、WBGT値による作業環境の把握が行われていない、事業場における健康管理を適切

に実施していない、熱中症になった労働者の発見や救急搬送が遅れた例が見られます。 

職場における熱中症の発生及び重症化を防ぐためにも、WBGT値を活用した予防対策

に取り組むとともに、緊急時の対応（整備等）について、重点的に対策を図られますよう

お願いいたします。 

 

WBGT値（暑さ指数）の活用 

右に紹介するリーフレット「WBGT指数を

把握して熱中症を予防しましょう」では、身体

作業強度を0～４に区分し、熱に順化している

人・順化していない人に分けて、WBGT基準値

を示しています。 

当該基準値を参考に、WBGT値の低減対策、

休憩場所の整備、作業時間の短縮等を検討して

下さい。 

なお、WBGT値が高い環境で、身体作業強度

の高い作業を行う必要があるときは、単独作業

を控える、休憩時間を長めに設定する、作業中

の身体状況（心拍数、体温、尿の色・回数）の

確認、水分・塩分の摂取状況に十分留意して下

さい。 
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作業環境管理 

夏季においては、建設業などの屋外作業を中心に熱中症が発生しやすく、全国の死亡労

働災害では建設業が全体の約４割、ついで製造業、警備業の順となっています。 

屋外作業においては、直射日光や地面からの照り返しを遮ることができる「日よけ」の

設置と涼しい休憩場所の確保をお願いします。 

  

 

緊急時の対応 

熱中症が疑われるときは、現場での応急処置（冷却、水分・塩分補給）を行い、速やか

に医療機関を受診させましょう。 

過去に長崎県内で発生した熱中症による死亡災害の事例では、症状のある方を１人で休

憩させ、気づいたときには（戻ってみると）意識を失っていた事例が散見されます。 

本人（熱中症発症者）が「大丈夫」と言っても絶対に１人にはしないで下さい。 

    


